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_8詩:平成29年8月13日(8) ・会場 :大飯府鍛灸師会館3階

・蓬訴 :8本銭灸研究会代表 篠原孝市先生

-復興j蓄について

元々復刻蓄というのは、そっくりそのままの書事切である。実重な本が手lζ入ると、それをそっくりその

まま複製する。複製するにはどうしたら良いかというと、その本の糸を島幸いて、板に裏返してひっつけ

て、それを彫ってそっく り伺じちのを作る。 かぶゼ彫りというちので、 そのようにして詞じちのを作つ

Ti:.。

こういう話をす.@動銭力嘆はあった。塁近{まインターネットで図書館の出張所などへ行くと、ウェブ公

関されて怠り、 きれいなカラーのちのが一年毎にどんどん提言えていく。私は30歳から45議ぐらいまで

にたくさんの本の復刻に参加したのであるが、自分が担当した本ち復刻されて、しかもそれ力噛撃的だっ

たのは家々が担当した復湾よりも、今の出ている画像のほうがはるかにきれいなのである。本の場合iまモ
ノクロなのであるが、 モノクロにしたら莞えないちのが、力ラーのウェプ匡像だと鮮明に見えるのであ
る。これは大変なショックを受けた。

復歪~;;転を作ってこれをイ士事1こするというのは、間違いなく終わったという恩に思うc ちちろん本で持っ

ていたい人ちいる。しかし一定量的な，欝車でいえば復刻雲を作って業務にするという詩代が f完全に終わっ

たなJという尽に、特{こ震近患っている。それならば一度このあたりでまとめをしようと考えた。
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銭灸{ま江戸E幸代の後半から、だんだん衰退して、明治ち大正ち衰退した跨期が縫いた。 衰退した詩期

{立、ちょうど白本が近代化に向かっていく時渇と重なる。明治と大正、銀灸[まあまり問題にされなかっ

た。ただ、間還にされなかったが効棄があり、それは疑いようがないので祭くならなかった。効果という

ちのは体がよく知っている。これは、おそらくこれからち差是々 にとって、一つの強みではないかと思う。

明治縫新 (19世紀後半)以来の近代fじみたいなちのがちょうど頂点に達して、 そこからの反省が起こ

って、これからよりよく経済が減って行く為に国内の改造が必要であり、そして屋外の資源を取りにいか

ないといけないというような事があったe それ力匂召犯の初めの20年間といってち良い。 それは社会のあ

らゆる分野{ζ影響したと患うc

銭灸の分野でも、それまで非常に衰退して現代医学と伝統医学の中間みたいな存在であったちのが、 ち

うー包アジア的なちの、あるいは過去を明治、大正を返ぎて初めて援り返ったc その当誇の治らない病気

に対して、伝統的な医学の中に何か良い方法が祭いのかみたいなことがあり、だんだん伝統医学というち

のカ勺〉し注目されるようになった。 それカ匂喜和の初めごろである。では、これに対して何とかしようとい

う人達が出てきたc 一人l孟柳谷素霊 {ゃなぎやそれい)という人である。この人が出てきて f吉異にかえ

ろうJということを提唱したe

古典を復興すると雲った詩iζ二つの方法がある。一つはその当時残っていた古い録灸訴に話を箇いて、

それを蓄積して何とかしようという方法である。名灸、 基M云灸あるいは秘伝公弱みたいな試みである。つ

まり蓄やっていた人のちのを受け捻げばいいのだという事である。ちう一つは江戸湾代あるいは江戸建代

以前の中屋の本を含めて、近代以前の本に依鎚して何とかしようという方法であるe

初谷素霊{立本の収集をするのととちに、片方では秘伝公開aUζ各地を司って、お金を出して各泡の主主灸

富市の技術を売ってちらったりしていた。



柳谷{ま古典の本を集めて暴初に弟子に読まゼるのであるが、なにぶんにちだんだん銭灸をする人口が港

えてきた。昭和の初めごろに彼は東京の下町に学校を作った。当時大阪の方てーは主主灸はもっと盛んであっ

た。大阪の銭灸は古臭というよりも、現代医学と古呉を折衷 (さっちゅう}した中西合作的な乱粛勾があっ

た。柳谷泰霊ちちょっと中西合作的な傾向が無くちないが、吉異ち勉強しなければならないと考えてい

た。井...tJ惹ま呈や同部柔道なとたくさんし、る弟子たちにち、吉興を勉強しなければいけないと雲っていた。

ところ力可歪ったことに古典の本を読んでちょくわからないのであるe 文霊力党、っかしし、というよりち、

本を読んでどんな語床をやったら良いのかがよくわからない。 1素間二 7霊割~~ ... 護経3を読んでちなか

なかそれだけを克たのでは箆床が出来ない。診断をどういう風iこすれば良いのか、治療をどういう尽にす

れば良いのかがよくわからないc しかたが無いのでその当時残っていた古い録灸鋳のやりかたを真似し

て、まず係を診て、からだ全体の状態をとらえて、手足や手足以外のつぼを使って治療するという形を作

って、その後{ζ一生懸命に吉異を読んだe
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- 初期のE彰印本 (1967年~1978年)

罵正喜 (罵玄台)， I素踊註言置発獲(そちんちゅうしょうはっき)l，古典銭灸研究会出版部影印，洋装2

冊，1973年 {昭和48年)2月

素間を読むためのものである。棄問を読むための本というのは、江戸時代によく読まれたのは、 篤E菩(罵

玄台)の 7棄問詮霊童発獲 (そちんちゅうしょうはっき)jと 7類経 (るいきょう)j、それから寛文三年

版の王'*(おうひょう)注の 7家間」であったε 他{こ7類経本二を入れて4還主重であった。

多紀元箇 (たきげんかん)， ?霊枢議 (れいすうし)~ ， 古典錫灸研究会出版部~印， 洋装3冊， 197 
3年 (昭和48年}

この本{ま7薬問議 (そちんし}二と対になっているちのである。江戸後期の当詩知られた穣りでは一番よ

く知られた ?雲枢」の注主主書である。幕末に出来たちのなので、ほとんど本が無い。これを洋装本3句!こ

して出した。

自重滋道三(まなぜどうさん)， Ï~適集 (tすいてきしゅう) ~ ，古典銭灸研究会出版部影印，洋装2

H!I， 1 9 7 2年 (昭和47年)

江戸E幸代前半{ζ出た後世方 (ごぜほう)系の医学蓄の有名なちのである。江戸蒔代に出て以来、一回ち世

にでていない畜照的なちのである。曲直童書逢三という人は名前をよく知られているが主審である 7嘗迫

集二というのは全然本がない。 きれいな本を手にいれてマイクロフィルムを作って、そして出したという

のは置期的なちのでおる@

張介賓 {ちょう力、、ひん) ~類経i 経絡治療研究会髭印， ~芋装4H!1 ， 19 7 8年 〈昭和53年)7月

これは日本で出た平日刻本である。 Ï重要経二を読む持{ζ非常に便~IJである。

7銅人鼠穴量級図経 (どうじんしゅ'7っしんきゅうずけい)~ 宮内庁雲緩童書所蔵本，経絡治癖H究会影
印，洋装1冊，1974年 (昭和49年}

7十四経発鐸二に代わる重要な経穴雲ではないかと戦前から知られていた。これは非常に精密なオフセッ

ト印尉である。今でち燦然とま董く非常に重要なものだと患う。宮内庁にあるので、今はまだ出ないとは患

うがそのうち写真版ちウェプで出ると患う。実わなくてちそのうちウェブて‘ちゃんと出る。

.~印大型量童書の時代/銭灸の葺童書 (1978~ 1997 )

7量事灸医学輿籍大系1全2300，日本吉医学資事司センター監修，出版科学総合研究所影印，1978年
(昭和53年)

当鑓たくさん売れた。収録された内容というのは中雪の 10番目、B本の 19雲邑と別巻っきという形の

ちのであったc 内容は戦前の経絡治療時代から1970年代までにま至絡治療の人が主{こ読んできた本が這

ばれているというところに特徴がある.解説者の顔ぶれを見ると、棄問を読む会 {墨田隆司)、 さ興事費灸

研究会 (井上主童文)、東方会 (小野文恵、小野太郎}、自月録会 (岡田明佑}がみられる@

*採録書目は 7実務内経雲間 二 7糞帝内幸歪霊枢 ，実帝銀灸甲乙 在 了重量経本義二 7十回主主発援二l勤、



-彰印大型叢書の時代/鋪灸以外の叢書 (1922""'2008)

1 産経あミ5いは善本

I東洋医学善本叢書1 (第1冊~第8冊)，金8冊，オリエント出版社影印、 1981年{昭和56年)

それまでに出ていたちのは、基本的にその当時の臨床家がよく読んでいたちのであった。ところが198

1年の~*5淳医学善本憲章二というのは読むとか読まないとかというちのでは無くて、 要るとか要らない
とかでは鎮くて、研究するかしないかでち無くて、必要を超えたちのといえるe

*収録書目は了仁和寺本黄帯内経太素.，j "外台夜、要方 (げだいひょうほう)Jほか

7医心方{いしんぼう)~ 全9問， オりヱント出版社影印 (半井家【なからい廿】本) ， 1991年{平
成3年)

伺と言ってち極め何けは 7医心方』である。これは東洋医学善本選書iζ入れないで特別な扱いとなったe

1984年に毘宝指定されたちのである。半井家力漕(文化庁)に売却したちのである。

2 その他

7近世漢方医学書集成』全 116冊，名著出版影印，1979"-1983年， (2016年lζ電子版刊

行)

これは、 ?鍍灸医学貝藷大系』と同じで漢方の方のそれまで読まれてきたちのを集大成したちのである@

7漢方原典虫注集{かんぼうげんてんこうちゅうしゅう)二全8冊，オりエント出版社露印， 1986年

(昭和61年}

これは、 J黄帝内経盲注選集Jの中の『素間放注Jと 7霊枢講義Jのちょうど流れをくむもので蕩液(と

うえさ)関係のちのであるc

;和刻漢語医書集成(わこくかんぜきいしょしゅうぜい)j_ ，全16輯(しゅう)，エンタプライス審

印， 1988""'1992年

7近世漢方医学書集成』は白本人が近世に書いた医学書をまとめたちのである。 了租刻漢語医書集成;は

日本の漢方を作った中国の医学書についてまとめたちのである。ごの二つは表雲一体のちのであり非常に

良い企画だと思うe

* 1家間』の森を罫いてみまぜんか。毎月休ます顎二日曜です。

(素間勉強会世話人 東大阪地域松本政己)


